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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   1/05     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月1日(2012.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長いカフ本体と、
　前記カフ本体に埋め込まれ、前記カフ本体の長さに沿って互いに間隔を空けて位置して
いるおおむね剛な電極部材の列と、
を備えている電極アセンブリーであって、
　前記カフ本体が、
　　ベースと、
　　第１端と第２端を含む第１のフランジ部材と、
　　第２のフランジ部材および第３のフランジ部材を含む１対のアーチ形の弾性フランジ
部材と、を含んでおり、
　　前記第２，第３のフランジ部材の各々が、近位部および遠位部を含んでおり、前記近
位部が、前記ベースから外方向であって、他方のフランジ部材の近位部から離れるように
延びるとともに、前記遠位部が、他方のフランジ部材の遠位部に向かって延びており、前
記ベースおよび前記第２，第３のフランジ部材が管腔を定めており、前記遠位部が、管腔
にアクセス可能な開口を定めており、前記第２，第３のフランジ部材が、前記カフ本体の
長さまで延びており、
　前記第１のフランジ部材の第１端は、第３のフランジ部材の外面に固着され、前記第１
のフランジ部材は、固着された部分から延在する部分が、第３のフランジ部材の一部と第
２のフランジ部材に対し着脱自在に接触し、第３のフランジ部材の一部、開口、第２のフ
ランジ部材を覆うように形成され、付勢されている電極アセンブリー。
【請求項２】
　各々の電極部材が、
　前記管腔に露出されるように前記それぞれのフランジ部材の少なくとも一方の内表面に
沿って延びているおおむねアーチ形の第１の部位と、
　前記ベースの中へと前記第１の部位から離れるように前記第１の部位に対しておおむね
鈍角で延びているおおむね真っ直ぐな第２の部位と、
を含んでおり、
　前記電極部材の前記露出された第１の部位が、前記カフ本体の前記開口のおおむね反対
側に位置している請求項１に記載の電極アセンブリー。
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【請求項３】
　各々の電極部材の前記第１の部位が、前記管腔の４５度の円弧におおむね相当するアー
チ形の長さを有しており、前記鈍角が、約１３０度である請求項２に記載の電極アセンブ
リー。
【請求項４】
　前記第１の部位の前記おおむねアーチ形の形状が、第２のフランジ部材の内表面の曲率
半径におおむね一致しており、該第１の部位が、前記第２のフランジ部材の内表面からお
おむね離れるように延びている遠位フック部を備えており、該遠位フック部が、当該電極
部材を前記カフ本体に対して固定すべく前記カフ本体の成型部分を受け入れる凹所を定め
ている請求項２に記載の電極アセンブリー。
【請求項５】
　前記第１のフランジ部材が、前記第２の端部を前記第２のフランジ部材を越えて遠位方
向に少なくとも前記ベースの底壁の周囲まで延ばすために充分な長さを有している請求項
１に記載の電極アセンブリー。
【請求項６】
　前記第１のフランジ部材が、前記第２の端部が該第１のフランジ部材の前記第１の端部
に重なる位置で終わるまで、該第１のフランジ部材を前記カフ本体の周囲に少なくとも２
回巻き付けるために充分な長さを有している請求項１に記載の電極アセンブリー。
【請求項７】
　当該電極アセンブリーが完全に係合した状態にあるときに、前記第１のフランジ部材が
、該第１のフランジ部材の少なくとも一部分が前記開口を横切って延びて該開口を覆うよ
う、前記第２のフランジ部材に対して摺動移動可能であり、かつ前記第２のフランジ部材
に解放可能に接しており、
　前記電極カフ本体によって定められる前記管腔の直径が、該管腔内の神経の直径の増加
に応答して、前記第３のフランジ部材の遠位部から離れようとする前記第２のフランジ部
材の遠位部の回転、および前記第１のフランジ部材の前記第２のフランジ部材に対する摺
動移動によって、自動的に拡張することができ、前記第１のフランジ部材が、前記自動的
な拡張の際に前記開口および前記第２のフランジ部材の長さの大部分との重なり合いを維
持するために充分な長さを有している請求項１に記載の電極アセンブリー。
【請求項８】
　前記開口が、前記ベースに対して側方にあって直接には対向しない位置に配置され、前
記第２のフランジ部材が、前記第３のフランジ部材の長さよりも実質的に大きい長さを有
している請求項１に記載の電極アセンブリー。
【請求項９】
　前記第２および第３のフランジ部材のそれぞれの近位部が、それぞれの遠位部よりも実
質的に大きい厚さを有しており、前記第２および第３のフランジ部材の互いの厚さ変化が
非対称であり、前記第２のフランジ部材の近位部の厚さが前記第３のフランジ部材の厚さ
よりも実質的に大きく、電極部材の各々が、前記第２のフランジ部材の近位部において、
おおむね該第２のフランジ部材の最大厚さの領域に配置されている請求項１に記載の電極
アセンブリー。
【請求項１０】
　前記第２のフランジ部材の内表面が、前記それぞれの電極部材の前記第１の部位の領域
において、該第２のフランジ部材の内表面の残りの部分に対して凹まされており、前記お
おむね真っ直ぐな第２の部位が、前記カフ本体の前記ベースの断面の長手軸におおむね平
行に延びており、各々の電極部材が、前記第２の部位から外方向へと前記第１の部位とは
おおむね反対の方向に前記カフ本体の前記ベース内を延びているおおむね真っ直ぐな第３
の部位をさらに備えており、該第３の部位が、前記第２の部位におおむね垂直である請求
項２に記載の電極アセンブリー。
【請求項１１】
　各々の電極部材が、
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　前記それぞれのフランジ部材の内表面に沿って延び、前記管腔に露出されるように配置
されているおおむね半円形の第１の部位と、
　おおむね前記第１の中点から離れるように外へとベース内に延びている第２の部位と、
を含んでおり、前記露出された第１の部位が、前記カフ本体の前記開口のおおむね反対側
に位置している請求項１に記載の電極アセンブリー。
【請求項１２】
　前記電極部材の前記第２の部位が、間隔を空けて位置する２つのレッグの間の凹所と、
前記第１の部位から離れる方向を向いている頂点とを定めているおおむねＵ字形の部位を
備えており、それぞれのレッグの各々が、前記第１の部位へと接続され、該第１の部位か
ら延びており、前記第１の部位が、第１のセグメントおよび第２のセグメントを定めてお
り、該第１および第２のセグメントが、前記電極部材の前記第２の部位から外へと反対方
向に離れるように延びており、前記第１および第２のセグメントの各々が、前記おおむね
Ｕ字形の第２の部位の前記レッグのうちの該当の１つに接続されており、前記第１のセグ
メントが前記第２のフランジ部材において前記管腔に露出され、前記第２のセグメントが
前記第３のフランジ部材において前記管腔に露出され、前記第２の部位が、前記カフ本体
の前記ベース内を延びている請求項１１に記載の電極アセンブリー。
【請求項１３】
　前記第２および第３のフランジ部材のそれぞれの内表面においておおむね露出された前
記第１および第２のセグメントのそれぞれが、遠位端を有しており、それぞれの遠位端が
、前記第２および第３のフランジ部材のそれぞれの遠位部に埋め込まれている請求項１２
に記載の電極アセンブリー。
【請求項１４】
　前記第２および第３のフランジ部材のそれぞれの遠位部が、互いに解放可能に接してい
る請求項７に記載の電極アセンブリー。
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